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ふれあいサロンは、「楽しく・気軽に・無理なく過ごせる、自由な通い

の場」です。 各サロンによって、活動の内容はさまざま。 形にこだわ

らず、地域や参加者に合わせて自由に行えるのが、ふれあいサロン

の良いところです。

当ボランティア活動センターでは、サロンの立ち上げ・運営を

サポートしています。興味のある方は、お気軽にご相談ください。

令和６年２月２６日（月）、令和５年度第２回雫石町ふれあいサロンスタッフ

研修会を開催しました。 ㈱北東北第一興商さんを講師に招き、カラオケ機

器を活用した体操などをご指導いただいたほか、各サロンの運営について、

情報交換を行いました。

この日は、ぞうきん約７０枚を10人で手縫いしました。 こうして
作られた雑巾は、毎年御明神小学校へ寄贈されています。

和野
ふれあいサロン

赤滝
しずくの会

今年は、地域住民や有志など総勢20名以上で4日間かけ、
およそ４００キロの味噌を仕込みました。

研修会の終わりには、「袋詰めゲーム」とし

て、スティックコーヒーやキャンディーなどを

ビニール袋に詰めました。参加者の中には、

同じモノを選んで丁寧に詰める人もいれば、

とにかくギュウギュウに押し込む人もいて、

それぞれの個性が光る、楽しいひとときとな

りました。
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子育て支援ボランティアの会

【基礎データ】 雫石町子育て支援ボランティアの会

・代表者…渡辺 敦子 氏

・会員数…14名

・活動日時…託児の依頼があったとき

・主な活動場所…雫石町総合福祉センター...など

「雫石町子育て支援ボランティアの会」は、保護者が仕事や急な用事

で子どもの世話ができないとき、子育てを地域で支える有償ボラン

ティア団体です。

『体調を崩した子どもを預けられるところがない。これ以上、仕事を

休むと、もう辞めるしかない・・・。』

2001 (H１３)年、町内のひとり親家庭からの相談をきっかけに始

まった活動は、今年で24年目となりました。

現在は、依頼があったつど、お子さんをお預かりする“個人託児” の

ほか、イベントに際し、保護者が安心して催しに参加できるようにする

“集団託児”も引き受けています。

↑持参したおやつを食べるようすを見守るボランティア

ボランティア団体紹介
こそだ しえん

ともに彩る、しずくいし

令和６年度ボランティア活動保険への加入手続きの受付

が始まっています。

ボランティア活動中に、「ケガをしてしまった」、「物を壊し

てしまった」などの万が一に備え、保険への加入をオススメ

しております。

補償内容など詳細については、『ふくしの保険』のホーム

ページをご確認いただくか、当ボランティア活動センター

へお気軽にお問い合わせください。

『ふくしの保険』
ホームページ

保険の加入手続きは

もう、お済みですか？

元気いっぱいの子どもたちと

ふれあい、皆さんの趣味や特技

を生かして、地域の子育てを応

援してみませんか？

ご興味がある方は、

お気軽に

ご連絡ください

令和６年度ボランティア活動保険
〔補償期間：Ｒ６.４.１～Ｒ７.３.３１〕

基本プラン
３５０円

天災・地震
補償プラン
５００円

４0代～８０代のボランティアの皆さんは、自分の仕事

や育児、介護の合間をぬって、活動している人がほとん

どです。そのため、場合によっては、お子さん１人に、時

間を分けて数人のボランティアが関わることもあります。

個人託児の利用料／ボランティア謝礼金
〔Ｒ６.４. １～改定となる新料金体制：ふたり親家庭の場合〕

対応する
時間帯

１人目 ２人目以降
ボランティア
謝礼金

７：３０～
１８：００

１時間あたり

６００円
１時間あたり

４００円

お子さん１人
１時間あたり

７００円

１８：００～
２０：００

１時間あたり

８００円
１時間あたり

６００円

お子さん１人
１時間あたり

８００円

謝礼金は、利用料

と地域の皆さまから

お寄せいただいた

社会福祉協議会費

によって賄われて

います。

※ ひとり親世帯は、利用料の減額があります。

雪んこ見守り隊
ミッション
コンプリート！

活動の最終日となった２月２４日(土)には、雫石中学校家庭

部 謹製の手打ちそばを全３９世帯の対象者へ配布しました。

そばを受け取った方からは、「麺が太くて、

噛みごたえのあるソバでした。 美味しく

いただきました。」と、後日

ご連絡がありました。

家庭部のみなさんが

午前中に手打ちしたそば

なんとパッケージも手作りです！

今シーズンも、１～２月毎週土曜日に、

中高生を中心に構成されたボランティア

隊員たちが高齢者や障がい者世帯を訪問。延べ３１４人のボラ

ンティア隊員が安否確認と玄関先の除雪を実施しました。

70代半ばのボランティア会員の方は、

『自分の体力に合わせて、活動してい

ます。子どもの相手をすることで、自分

のほうが元気をもらえます』と、話して

いました。
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